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図1　対象地位置図

福岡市天神二丁目中心部に位置する公共空間の利用実態に関する研究

1　研究の概要 2　対象地について
1-1　研究の背景と目的 2-1　対象地の成り立ち

2-2　地区計画と警固公園再整備事業

1-3　研究の方法

1-4　既往研究と本研究の位置付け

3　利用実態調査
3-1　利用実態調査の概要

福岡県福岡市中央区にある天神地区は商業施設や鉄道
駅が集中するとともに、公園や公開空地などの様々な公
共空間が存在している。本研究の目的は天神地区の公共
空間の機能や役割といった利用実態を明らかにすること
である。なお、本研究では公園と総合設計・地区計画制
度などによって定められた公開空地を公共空間と定義す
る。

戦前、現在の警固公園の場所には高等小学校が、ソラ
リアプラザ（商業施設・ホテル複合施設）が建つ敷地に
は福岡県立図書館があったが、これらの施設はいずれ
も 1945 年の福岡大空襲によって焼失した。学校の跡地
は戦災復興によって現在の警固公園に整備された。県立
図書館が焼失した跡地には、1955 年に西鉄スポーツセ
ンターが開館し、福岡市民の娯楽の中心になった。西鉄
スポーツセンターの閉館後、1989 年に現在のソラリア
プラザが開館した。岩田屋は渡辺通沿いにあったが、
2004 年に現在の場所に移転した 6)。

天神地区に多数存在している公共空間のうち、同地区
の交通の起点となっている西鉄福岡（天神）駅の西に位
置する警固公園、警固公園の北に位置するソラリアプラ
ザ１階の公開空地ゼファ、警固公園とゼファの西側に位
置する岩田屋本館前の公開空地を対象地として利用実態
調査を行い、その結果を元に分析を行った。

全国の公開空地の利用に関する研究としては、平面形
態や設置物などの観点から利用実態調査や空間の評価を
行った研究 1)2)、公開空地のイベント活用に関する研究 3)

といった様々な研究がなされている。また、福岡市の公
共空間に関する研究としては、公共空間の空間構成に関
する研究 4) や公開空地と商業施設の関係に関する研究 5)

等がある。これらは公共空間あるいは公開空地を空間周
辺の環境に関連させたもの、単体、もしくはある地域全
体を総合的に研究している。本研究では、福岡市におけ
る公園と公開空地という、近接した公共空間の役割と利
用者の違いに注目した点に新規性がある。

対象地は天神地区の中でも天神のターミナルの機能の
強化と歩行者の回遊性の向上を目的として、天神二丁目
地区計画、天神二丁目地区再開発地区計画の対象区域に
指定されている 7)。警固公園は老朽化や安全性が問題視
されていたため、福岡市によって 2012 年に再整備事業
が行われた。公園の再整備と合わせて、ソラリアプラザ
の警固公園側のファサードの改修も行われた 8)。

2016 年 10 月 4 日火曜日の 8 時から 21 時まで、警固
公園、ゼファ、岩田屋本館前広場を対象に利用実態調査
を行った。調査は、３つの対象地を 30 分毎に、利用者
の位置・体勢・行動を調査員が目視により記録した。ま
た、各対象地の概ね全景を画角としてタイムラプス撮影
を５秒毎に行い、詳細分析の補助的な資料とした。
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3-2　集計データに基づく分析
利用実態調査で得られた利用者のデータを、男女、

行動、体勢ごとに時間帯別に集計して分析を行った。
これより、利用者の男女比においてはゼファは女性利用
者、警固公園は男性利用者の割合が高いこと、行動にお
いてはゼファと岩田屋本館前広場は行動が制約され、警
固公園は行動の自由度が高いという特徴が明らかになっ
た。また同時に、タイムラプス撮影のデータを用いて滞
在時間を集計した注 1) ところ、滞在時間は最もゼファが
長く岩田屋本館前広場が最も短いという特徴が見られる
ことがわかった。



図6　岩田屋プロット

図2　利用者合計
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図3　行動比較

図4　滞在時間比較

図5　利用者推移

表１　対象地別比較

位置付け 環境 男女比 利用者 滞在時間

警固公園 公園 屋外 男性　多 多様 やや長い

岩田屋本館前広場 公開空地 屋外 均等 特定 短い

ゼファ 公開空地 屋内 女性　多 多様 長い

3-3　プロットデータに基づく分析
調査員が作成した各空間のプロット図を 8 時から 21

時分を重ね合わせて、プロット図 ( 図 6,7) を作成した。
これらの図から対象とした空間それぞれにおいて、利用
者が集中している場所があることがわかった。

特に警固公園は図７に示すように人が集まる場所が複
数見られる。ベンチ・石ゾーン（図 10−①）、ライオン
広場側入り口ゾーン（同図②）、遊具ゾーン（同図③）、
喫煙所ゾーン（同図④）、警固神社側通路ゾーン（同図
⑤）である。これらのゾーン毎にも利用者、そこで行わ
れている行動や滞在時間に違いがあることがわかった。

3-4　分析のまとめ
集計データの分析と、プロットデータの分析を表にま

とめると表１のようになる。対象地ごとの違いに加えて
対象地の中に存在する人が集まる場所ごとにもそれぞれ
特徴があることがわかった。

4　本研究のまとめと今後の課題
本研究は実態調査に基づき、近接する公共空間におい

ても、利用者の属性や行動、滞在時間が異なることを指
摘した。その背景には、公園と公開空地という違いや、
屋内・屋外という空間特性の違いがあることが推測され
る。

一方で本調査では公共空間の相互の関係は十分解明で
きなかった。また、今回行った利用実態調査は晩夏の平
日に行ったが、気候の変化や休日・平日等の条件を変え
て今後さらに調査を行う必要がある。いずれも今後の課
題としたい。
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